二、戦時体制の進展と生活
1　戦時体制の進展

１８４０年頃の中　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あへん),阿片)戦争（１８４０～４２）以来の相次ぐ列強の侵略にさらされた中国民衆の祖国愛は燃え上

国の政情　　　　　　がり、時の指導者孫文も、日本の支配層が大陸進出をめざしている政策をみて、「今後、日本が世界の文化に対して西洋のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),覇)道の犬となるか、あるいは東洋王道の牙城となるか、それは日本国民のじっくりと考えるべきところである。」といって日本から離れ、社会主義国ソ連に接近した。大正１０年成立していた中共と手を握り、国・共合作して封建軍閥を倒し、国民的統一を図って帝国主義から中国を守ろうとした。こうして、中国全土は大正１４年に入ると、日本経営紡績工場のストに端を発する５・３０事件をきっかけとした大革命に入った。この年亡くなった孫文の遺志を継いで、国民党は中共とともに蔣介石を司令官に、翌年北伐の軍を広東に起こし、軍閥打倒をねらった革命の波は野火のごとく広がり、満州にも反帝運動が起きた。しかし、揚子江にまで北伐軍が達し外国帝国主義と衝突すると、労働者の反帝運動の激しさに恐れ、蔣介石は共産党や労働者を徹底的に圧迫するようになり、これにより国・共両党は完全に分裂した。
日本の中国進攻政　　　そこで田中義一内閣は、この革命の波を食い止めようと「実力外交」を決定し、居留民保護を
策　　　　　　　　　口実に国民の反対を押し切って昭和２年山東出兵を行ない、北上した北伐軍との間に済南事件を起こした。このようなことから、今までの封建軍閥張作霖を通じての満州支配が危うくなり、関東軍は彼を爆死させた。そして彼の子張学良を利用したが、学良は国民党に合体したので、自ら武力で支配する必要を感じ、関東軍は田中覚書の「支那を征服するためにはわれわれはまず満州を征服せねばならぬ。世界を征服するためには、われわれはまず支那を征服せねばならぬ。……支那の資源を支配した後、われわれは印度、小アジア、中央アジア、さらにヨーロッパの征服へすら移るであろう。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やまと),大和)民族がアジア大陸に秀でんと欲するならば、満州および蒙古の支配権の
満州事変と満州国　　掌握はその第一歩である。」の線に沿って、昭和６年９月、奉天の近くで南満州鉄道がこわされた
の独立　　　　　　　柳条溝事件を起こして満州事変となり、５か月にして全満を制圧し、翌年戦火は上海にも飛んで、昭和７年（１９３２）３月には中華民国から満州国を独立させた。そして、日満議定書を結び関東軍がその防衛に当たった。
そこで、わが国の財閥は満州の資本をめがけて殺到し、満州景気といって喜んだのである。働き口のない純朴な農村の２・３男は、満州農業移民と称する政策募集によって、どしどし移民させられた。さらに昭和８年には、当時内蒙古の１省であった熱河省を攻撃して満州国に併合し、同年５月には国民党政府とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(タンクー),塘沽)協定を結び、昭和１０年には梅津、何応欽協定で日本の勢力は北支・内蒙古まで進出した。
満州景気と政情不　　　このような経過のなかで、わが国の経済界は、満州占領以来見かけの景気はよくなった。犬養
安　　　　　　　　　内閣は、全輸出の再禁止で輸出をやりやすくして投げ売りをやり、戦争のための原料を輸入し、税金、国債によって国民から集めた金を独占資本に与えて、中小工業を下請けとする軍需産業を起こした。しかし、国民の経済的な疲れは深まり、再三操短が行なわれ、ことに農村の疲弊は深刻を極めた。そこで国民はこの不満に立ち、その右翼と結んだ軍人は、その解決を天皇を中心とする全体主義の方向に求め、昭和７年には５・１５事件で犬養首相を殺し、政党内閣を倒し、昭和１１年の２・２６の叛乱にまで至った。財閥の代表が１、２暗殺されたりしたが、独占資本家は軍閥が特権をもつことも戦争準備で儲かるため同意した。この中で国民の平和への希望は、軍需産業の労働者などの争議が急増したこと、昭和１２年の総選挙で無産政党が進出したことにみられるが、昭和８年政府は、刑法上の考え方が国体にそわないといって京大教授をやめさせた滝川事件を起こし、天皇機関説を唱えた美濃部達吉を排撃して国体明徴運動を盛り上げたのを始め、自由主義者をも弾圧したので、国民の中には社会に対する不信に廃EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たい),頽)的な気分が浮き出し、「ああそれなのに……」といった歌が流行した。また、いっぽうでは横光利一、川端康成などの新感覚派文学が盛んになったり、大本教の「ひとの道」をはじめ、数多くの宗教がはびこったりした。
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当時の世界情勢　　　　このようなわが国の動きに対し、国際連盟並びに最後まで連盟に加わらなかったアメリカ合衆国は満州国を認めなかった。松岡外相は、そこで「光栄ある孤立」といって、昭和８年３月連盟を脱退したが、この間、イギリスはアジアにおける米・ソの勢力に対抗して日本を支持するような動きもあって、米・英の足並みは乱れていた。これをきっかけに各国の協調は破れ、ヒットラーが政権を握ったドイツは、同年秋連盟を脱退し、イタリアもやがて脱退し、それに代ってソビエト連邦が加わったが、連盟の諸国も足並みがそろわず、これら３国に武器や石油などを売って儲けようと各国の独占資本の意向は戦争への勢いをあおっていた。昭和１１年日・独はそれぞれ仮装敵国としてソビエト連邦を対象とした防共協定を結び、後にイタリアも加わったが、これにより、かえって３国の孤立は深まったので、広義国防国家の建設をとなえ、いよいよ準戦時体制を確立した。
昭和１０年の大演習中「初雪」に乗り組んでいた竹内恭三が殉難、また同年、飛行訓練中墜落殉職した藤本儀晴など、本町の慰霊塔に記されている戦歴をみても当時の動向がうかがえる。

着々と進められる　　　昭和６年９月の満州事変の突発、続いて翌年の５・１５事件、さらには昭和１１年の２・２６戦時体制　　　　　　事件を契機に軍部の独裁的体制が着々と整えられ、遂に昭和１１年３月、広田弘毅内閣の成立に
よって国防の充実、あるいは広義国防国家の建設が主唱されるようになってから、統制経済体制がつぎつぎ築きあげられていった。矢つぎばやに発布、実施された関係法令のみをとりあげても、昭和１１年５月の重要産業統制法の改正、同年６月の電力国家管理案の発表、１２年８月の製鉄事業法、貿易組合法の公布、翌９月の戦時統制３法、すなわち軍需工業動員法、輸出入品等臨時措置法、臨時資金調整法の公布、同月の工場事業場管理令の公布施行などあげられる。さらに　　１０月には企画院を設置して物資動員計画の実施を進め、翌１３年１月には陸軍軍需監督官令を公布施行し、同年４月１日の国家総動員法の制定によって戦時体制下の諸統制立法は集大成された。
蚕糸業も軍需工場　　　このような国家の軍需インフレーション政策のもとで、従来から羽合町においても盛んであっへ転換　　　　　　　た養蚕は、昭和１６年に蚕糸業統制法が実施されて日本蚕糸統制会社ができ、繭の配給制度に改
められて特約取引は解体し、絹糸兵器製造の原料として提供された。隣接日下村（現在倉吉市）にあった片倉製糸株式会社上井工場でも、昭和１８年企業整備が行われ、株式会社神戸製鋼所が工場を買収して軍需品の生産工場として砲弾の製作を始めた。このため羽合町民も多く労務動員され、男子は国民服、女子はモンペ姿のきびしい監督官の下で生産にあたった。
さらに物価統制の具体的な措置として、政府は昭和１３年７月に物価販売価格取締規制を公布し、物価委員会の設置、物価統制大綱の策定、そして、公定価格制を実施するにいたり、翌年９月には、いわゆる９・１８価格停止令を公布した。このようにあらゆる経済が軍事目的遂行の国策にそって、流通・消費とも物価統制、物資配給制度のかたちがあらわれてきた。
蘆溝橋事件から日　　　日本資本主義が北支に進出するようになると、中国との対立は激しくなり、中国では満州事変

支全面戦争へ　　　　以来主義主張を越え抗日運動のため結束した。このような状態にあって昭和１２年７月７日、河北省宛平県蘆溝橋におこった日・支両軍部隊の衝突を口火として、ついに宣戦布告のない全面的な交戦状態に入った。
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羽合町橋津出身の海軍上等兵岩本正好（当時２２才）は７月１０日、この蘆溝橋附近で戦死した。
日本政府は、当初、不拡大方針をとったが、現地軍はこれを無視して作戦を拡大し、５か月後には首都南京をおとしいれた。これを祝賀するちょうちん行列、旗行列が全国的に実施されたが、羽合町にあっても校区ごとに旗行列を行って戦勝を祝福した。

戦争は次第に中国全地域に展開されていったが、国民政府は四川省の重慶に首都を移し、アメリカ・イギリスの物資援助を受けつつ長期抗戦の構えをしたので、日本政府はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),旺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せい),精)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えい),衛)を南京に迎えて南京政府をつくった。しかし中国国民の抵抗はやまなかった。

国民精神総動員運　　　このように戦争の長期化を予想した当時の近衛政府は国民精神総動員運動を起こし、思想統制

動　　　　　　　　　は厳重を極めた。天野貞祐の「道理の感覚」を問題にしたり、河合栄治郎の自由主義思想を罰したり、津田左右吉の「神代史の研究」などが発禁となるなど、図書館のめぼしい本は姿を消し軍国主義教育は強化され、国民の耳目をふさいで戦争にかり立てた。文学に対するしめつけもきびしく、山本有三は昭和１２年「路傍の石」を絶筆し、石川達三の「生きている兵隊」が筆禍問題を起こしたりしたいっぽう、文士たちは報道班員としてかり出され、火野葺平の「麦と兵隊」のごとく戦争報告の文学が生まれた。その反対に、反戦教授グループの検挙が行われたり、新協劇団、新築地劇団が解散させられ、歌唱は「愛国行進曲」「露営の歌」「討EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),匪)行」「暁に祈る」などを国民に歌わせた。

南京陥落後、翌１３年５月には徐州、１０月には広東、漢口がそれぞれ陥落した。

紀元２,６００年を　　　戦勝を祝う祝賀行事は全国的に行われたが、特に紀元２,６００年祝賀記念事業は盛大なもの

記念する戦意高揚　　であった。準戦時体制に入っていた昭和１０年に、国体明徴を叫んで２月１１日の紀元節を全国的な建国祭とし、それ以来年中行事の１つにしていたが、昭和１５年の２月１１日は、神話にもとづく日本の建国から数えて２,６００年にあたっていた。当時、長期戦による将兵の損害はいちぢるしく、また、経済力の消耗もはなはだしく、物価謄貴や労働強化によって国民生活は苦しくなっていた。そこで、この紀元２,６００年は戦意高揚への絶好の機会とされ、この日、時EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),艱)克服の詔書および内閣告論が発布され、６月１９日は、奈良県のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かし),橿)原神宮で出征将兵の武運長久祈願祭や、国民精神の宣揚を期する紀元２,６００年奉祝銃後奉公祈誓大会が催された。羽合地方でもこの日祈願祭が行われたが、全国的な祝典は１１月１０日で、この地方では旗行列などをして奉祝した。
